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今日のお話 

 ❇︎はじめに 
 ❇︎知っていると良い考え方いろいろ 
    ・EE研究 
   ・イネイブラー 
   ・病気を抱える本人への見方 
 ❇︎最後に 



はじめに 

＜自己紹介＞ 
池沢佳之 
１９９８年：福祉系大学を卒業 
１９９８年〜２００４年：精神科病院勤務 
２００４年〜現在：ハートクリニック勤務 
 
キャリアの大半は精神科デイケアでの勤務。 
常に目の前の患者さんのリハビリ・社会復帰・自立・・・ 
「その人の望む生活とは何か」ということを考えてきた。 
目の前の・・・ 



はじめに 
 
「目の前のご家族が望む生活とは何か」と思うよう
になり、以前の職場で、家族懇談会を実施。 
また、「家族支援」ということをテーマにハートク
リニックに勤務後も家族教室に関わっている 



はじめに 
 
 

現在様々なところで家族支援が行われている。 

形式も講義形式や話し合い、グループワークやコミュニ
ケーションの取り方など様々 

しかし、どのような考えで家族支援を行うかが大切なの
ではと思う 



EE研究 

•１９６２年にイギリスで始められた家族の感情表出（EE
）による実証的研究は、統合失調症の再発と家族要因と
の関係を明らかにした 

 
•感情表出とは、ご家族が示されるさまざまな感情の表し 
 方で、この感情の表し方（表情、口調、態度など）は英 
 語のExpressed Emotionの頭文字をとってEEと呼ばれ 
 る 



EE研究 

•疾患をお持ちのご本人に対して強い感情表出が向け 
 られることを「高EE」と呼び、このような状況下 
 と再発には関連があると評価されている 
 
•高EEといわれる感情表出には次の３つのタイプが 
 あるとされている 



EE研究 
感情表出の３つのタイプ 
1.批判的コメント 
 本人に対して不満や文句をあらわすこと 
 
2.敵意 
 本人を敵視するような感情をぶつけること 
 
3.情緒的な巻き込まれすぎ 
 過保護・過干渉になってしまうこと 
  
 





EE研究 
 
  

これを知って、当時の池沢は・・・ 
「本人の治療のために、色々な意味で家族の存在は重
要だ・・・高EEにさせないために家族を教育せなばな
らん！」 
 
このEE研究が果たしたもう一つの側面を考えずに・・
・ 



EE研究 

• 精神疾患をお持ちの方と同居されるご家族も、社
会的・経済的・精神的に多くのご負担を負ってい
ると考えられる 

 
• 統合失調症をお持ちの方のご家族が高いEEを示
す原因として、大島（巌）は次のような仮説を挙
げている 



EE研究 



EE研究 



EE研究 



イネイブリング 

• ある人間関係において、他者が示す望ましくない行動や状
態を終結させようとする努力が、その意図とは逆にあるい
は無自覚な意図として、結果的にその他者に不都合や問題
とされる行動や状態を継続させてしまうことがある 

• この逆説的な人間関係パターンを演じる立場にあるものの
ことをイネイブラーと言う 

• 家族、友人、同僚、上司など、本人のことを大切に思って
いる人ほどイネイブラーになりやすい 



イネイブリング 

•主な特徴 
①行動をコントロールしようとする 
  本人にあれやこれや説教したり・・・ 
 
②理由をコントロールしようとする 
  なんでこんな状態に・・・話を聞いたり、慰めた 
  り、なだめたり・・・ 
 
③結果をコントロールしようとする 
  本人の肩代わり・・・ 



イネイブリング 
＜イネイブリングする側とされる側との関係＞ 

人に自分を頼らせることで相手をコントロールしようとする人と
、人に頼ることでその人をコントロールしようとする人との間に
成立するような嗜癖的二者関係 

①家族には（依存者）本人を治すことはできない 

②家族には（依存者）本人をコントロールすることはできない 

③（依存者）本人を助けることではなく、支えとなることである 

④過去を後悔するのではなく、これからどうするかである 

⑤恐れではなく、愛情である 

     



イネイブリング 

３つの「もしも」 

   「もし～だったら」 →  過去に対する言い訳 

   「もし～ならば」  →  現在に対する言い訳 

   「もし～なったら」 →  未来に対する言い訳 

             ↓ 

   「今、ここでどうするか」につながらない考え方 



イネイブリング 

 

• 悪循環を断ち切るためには・・・ 



イネイブリング 

 

• 本人：自身に向き合い、自分の治療・リハビリに責任を持
つこと 

• 家族：本人の治療やリハビリを支える・・・家族自身の生
活を大切にする 

















最後に 

 

最後に 





い・しょく・じゅう・・・ 

衣・食・住 

医・職・従 



１年間ありがとうございました 
来年もよろしくお願いいたします 
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